
当⽇論旨：おはようございます．令和6年度第2回住吉区医師会感染対策カンファレンスを始めます．
本⽇は⼤阪⼤学⼤学院感染制御学教授，忽那先⽣のご講演がメインですので定例報告は早回しで進めます． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：本⽇の内容です
先⽣かがからのデータを集計して全国と⽐較している感染症動向，
耐性菌対策
忽那年先⽣のご講演
となっておりますので早速始めます．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：昨年からSMICC参加医療機関が徐々に増加しており,１年前の１２施設から３１施設と倍以上に
増加しております． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：今回初参加の先⽣もおられますのでペニシリンから始まる世界の感染症対策とSMICCの⽴ち位置
と⽬的です．
下の⾚枠が厚労省の施設基準とカンファレンスに求められる4項⽬でこれに沿い先⽣⽅にデータの提供をお
願いしております． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：それでは今期のSMICC感染症報告です 住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：上の２つがSMICCです．今年1⽉の⻘い棒の検査件数が倍増しておりますが，これは参加医療
機関の増加によるものであります
左側，コロナは住吉地域，⼤阪，全国と昨年より減少する同じ傾向，
右側，インフルエンザも同様ですが，⾚丸で⽰していますようにコロナの陽性率が低くインフルの陽性率
がやや⾼いという現象がみられました．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：⼤阪，全国で感染性胃腸炎が増加している傾向のようです．
お配りした資料にはありませんが中断右に載せましたように，先⽇の新聞にも感染性腸炎急増中と記事
が載っておりました．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：左側，咽頭結膜熱SMICCでは⽐較的陽性率が⾼いようですが，全国では発⽣数は例年通りの
ようです．
右側，A群溶連菌もSMICCでは陽性率がやや⾼いようで，⼤阪全国では昨年に⽐べると減少しています

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：RSウイルスは住吉，⼤阪ともに昨年より⼤幅に増加のようです
ヘトメタニューモは住吉では60件の検査で陽性率48％と⾼率です．これからも注意必要と思います． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



昨年末，今年2⽉3⽉に⼤阪で⿇疹発⽣しております．拡⼤はなかったようですが，万博に向けて注意が
必要な感染症と考えられます．このグラフは中段が⼤阪ですが，右の⿇疹も左の⾵疹も2019年に発⽣が
増加していたのがわかります．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：流⾏性⽿下腺炎は⼤阪では例年通りの状況，⽔痘は⼤阪においてやや増加傾向のようです． 住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：現在は国⽴感染症研究所からの注意喚起は発表されておりません
NHKによる集計では⼤阪のみヘルパンギーナとマイコプラズマが増加傾向となっております． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：現在は国⽴感染症研究所からの注意喚起は発表されておりません
NHKによる集計では⼤阪のみヘルパンギーナとマイコプラズマが増加傾向となっております． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：同じく⼤阪感染症情報センターからの感染性胃腸炎と百⽇咳のグラフです．右側百⽇咳が
2019年とほぼ同様のカーブで上昇しています．右の3/11の週報では昨年末からの百⽇咳の急増がわか
ります．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：同じく⼤阪感染症情報センターからの感染性胃腸炎と百⽇咳のグラフです．右側百⽇咳が
2019年とほぼ同様のカーブで上昇しています．右の3/11の週報では昨年末からの百⽇咳の急増がわかり
ます．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：それでは先⽉お配りし先⽣⽅にご回答いただきましたSMICC感染対策演習です．
⿇しんのような空気感染を想定しております． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：第1問は防護具はどれも⼤事ですが，空気感染防御のN95マスクが重要となりますのでここで
の回答は３番N95マスクなどの⾼性能マスクとなります．第2問着⽤順は2番のガウンマスクフェイス
シールド⼿袋で２番となります．第3問は脱⾐の順番．最も汚れている可能性が⾼くその他の防護具を
脱ぐためにアチコチ触る⼿袋を1番に脱ぐというのが正しいとなっております．また，それぞれの動作
の間にいちいちアルコール⼿指消毒を⼊れることも推奨されています．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：今週の⽕曜⽇にこんなネットニュースがありました．この記事によるとWHOは、昨年の世
界全体の⿇疹患者は約33万⼈に達し、特にヨーロッパ、中東、アフリカで多く報告されている。フィ
リピン（4001⼈）、マレーシア（3753⼈）、ベトナム（2105⼈）、中国（1026⼈）で多数の患者が確
認されている。この地⽅からの旅⾏者注意が必要 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：もし，⿇疹疑いの⽅がこられたら対応しないといけないわけですが，診察時の検査では咽頭ぬ
ぐい液は普通滅菌試験管，尿も滅菌試験管，⾎液は⾎算⽤容器に採取保存し住吉区保健センターに連絡し
てください．その後の連絡が保健所から⾏われます．このページはQRコードからアクセスできます．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：続いて耐性菌と抗菌薬ですご存知のAWARE分類に従ってアクセスの抗菌薬を使いましょうと
いうお達しです 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：昨年4⽉に試しにOASCISに参加しそれなりにAWAREを意識して抗菌薬を使⽤した結果Access⽐
率60％以上，Access使⽤⽐率順位7％と30％以内を達成しました． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：そうするとAMR臨床リファレンスセンターから証明書を得ることができます．
右は当院での細菌培養結果です．nは少ないですが圧倒的にMRSAが多く検出されており家族内感染や同
⼀⼈異時感染もみられました．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



当⽇論旨：前回もお出ししました抗菌薬の参考資料です緑欄がAccess抗菌薬です．参考にしてください． 住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



はい，以上，今期のSMICC感染報告でした．それではお待ちかね忽那先⽣のご講演です．
忽那先⽣は2021年7⽉に国⽴国際医療研究センターから⼤阪⼤学⼤学院感染症制御学講座教授に赴任され
た，全国から世界にご活躍中の先⽣⽅ご存知の超有名な先⽣です．それでは忽那先⽣に『⼤阪万博に備
えたインバウンド感染症対策』をご講演頂きます．よろしくお願いいたします． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



『⼤阪万博に備えたインバウンド感染症対策』
⼤阪⼤学⼤学院感染症制御学 教授 忽那賢志先⽣

(来⽉から半年間開催される⼤阪・関⻄万博に関連した感染症の講演・要約)
S01:2019年まで15億⼈の旅⾏者数がコロナで⼀旦減少したが2024年にはコロナ前と同じレベル以上に戻った．
S02:⽇本からの海外旅⾏者はまだ多くないが海外から⽇本への旅⾏者は昨年毎⽉過去最⾼⼈数を記録．
S03:途上国に1ヶ⽉滞在した時の健康問題，1.旅⾏者下痢症，２.マラリア，デング熱，A肝，腸チフスなど輸⼊感染症．
S04:2023年では輸⼊感染症の中ではCOVID 19が６％位で輸⼊感染症として持ち込まれている．
S05:⼤阪万博は旅⾏者の増加とともにマスギャザリングと呼ばれる多⼈数が集まる状況になり感染症が発症しやすい環境となる．
S06:稀であるが⼤阪で増加傾向の侵襲性髄膜炎菌感染症症例を紹介．（⼿掌や四肢，体幹に紫斑がみられるスライド，寒天培地のス
ライド等）

S07:侵襲性髄膜炎菌感染症は最近⼤阪で昨年11例，稀であるが重症度が⾼いので注意が必要．
S08:下肢壊死が発⽣し切断を要した患者スライド．
S09:NIIDの侵襲性髄膜炎菌感染症の報告者数報告，全国で数例で推移していたがコロナが明けて再び過去と同様の患者数からさらに
増加し⼤阪だけで11例報告されている．コロナで⾶沫感染が抑えられていたと考えられている．

S10:年齢と致死率のグラフ．25-44の若い世代で⾼齢者より致死率が⾼いのは発⾒や受診の遅れが原因であろう．
S11:致死率は12％でかなり⾼い，菌⾎症敗⾎症も30％以上発症．
S12:⽇本ではこれまで5−10例/年である．海外では５−２０％が⿐咽頭に保菌，⾶沫経路は⾶沫感染．
S13:髄膜炎感染症患者を診察すると医療者もかかる可能性が⾼い．接触者は抗菌薬の予防投与が推奨されている．マスクだけではな
く⽬も防護する必要がある．

S14:診察後の予防抗菌薬はリファンピシン．妊婦はセフトリアキソン．シプロキサンは耐性菌が増えてきている．
S15:ハッジで多くみられるが，⽇本でも2015年に23回世界スカウトジャンボリーで侵襲性髄膜炎菌感染症が発⽣している．
S16:⼤阪万博ではUSJの年間来場者数1600万⼈の倍近い2800万⼈が集まると予想されている．
S17:これまでも国際的イベントが開催された際に⿇疹，インフルエンザ，ノロ，サルモネラなどが発症している．
S18:マスギャザリングで懸念される感染症として髄膜炎菌感染症，蚊媒介感染症（デング熱，ジカ熱），⿇疹・⾵疹，おたふく，イ
ンフル，感染性腸炎，性感染症がある．

S19:備えとしては国や⼤阪府はモニタリング，現場では感染症発⽣状況の情報共有(⼤阪府感染症情報センターや⼤阪⼤学のCiDER)，
国⺠や⼊国者への感染症予防の啓発（⼿荒れい，マスクなど）がある．

(※編者追記:忽那先⽣からのチャット：⼤阪⼤学のCiDER  https://x.com/cider_pr)

質問：
Q；今回の万博で気をつけるべきはコロナや⿇疹，など⾶沫感染する呼吸器感染症や侵襲性髄膜炎感染症でしょうか？
A：広がりやすいのは呼吸器感染症で気をつけるべきである．蚊媒介感染症も代々⽊公園の例でもあるように⼀度持ち込まれるとし
ばらく流⾏が続く可能性はあるので同様に注意が必要．

住吉区医師会感染対策カンファレンス
2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健



次回の予定です．また毎⽉のご報告お願い申し上げます．忽那先⽣早朝からのご講演誠にありがとうご
ざいました．今⽇から役⽴てていきます．お疲れさまでした． 住吉区医師会感染対策カンファレンス

2025.3.14開催報告
⽂責：住吉区医師会廣畑健


